
令和 4 年度 第 3 回 福島県立医科大学 Faculty Development 

「What foreign language skills are needed for the medical profession of the future?」 

 開催報告 

福島医大 FD を以下の通り行いました。 

 

１．目的：・医療系学部における外国語教育の現状について理解する 

  ・今後の医療者に求められる外国語能力について考えを深める 

 

２．日時と場所：令和 4 年 8 月 23 日（火）17:00～18:30 

 

3．タイムスケジュール： （敬称略） 

開始 

時間 

所要 

時間 
形式 講師・進行 内容 

16:45    受付開始 

17:00 5  大谷 晃司 
開会の挨拶 

講師・パネリスト・ファシリテーター紹介 

17:05 10 講演 
Maham 
Stanyon 

Foreign Language skills for today’s medical workforce 
(英語) 

17:15 10 講演 會田 哲朗 
将来の医療人に求められる外国語能力についてなぜ臨床医

にとって外国語学習が必要か？ 

17:25 10 講演 後藤 あや 
将来の医療人に求められる外国語能力とは？ 

～研究者の立場から～ 

17:35 5 導入 諸井 陽子 グループワークの説明 

17:40 25 
GW
＊ 

各ファシリ 
将来の医療人に求められる 
外国語カリキュラムとは？ 

18:05 
 

20 
全体 
共有 

 
及川 沙耶佳 

 
全体共有 

18:25 5  亀岡 弥生 閉会の挨拶 

18:30    終了 

 

＊ファシリテーター （敬称略） 

田中 明夫（人間科学講座（言語学分野））  

會田 哲朗（総合内科） 

大谷 晃司（医療人育成・支援センター） 

亀岡 弥生（医療人育成・支援センター） 

諸井 陽子（医療人育成・支援センター） 

赤間 考洋（神経精神医学講座/医療人育成・支援センター） 

中村 光輝 （地域・家庭医療学講座/医療人育成・支援センター） 

青木 俊太郎（医療人育成・支援センター） 

及川 沙耶佳（医療人育成・支援センター） 

 



 

４．当日の様子 

 

 

講演資料（一部抜粋） 

・「Foreign Language skills for today’s medical workforce」 

  

 



 

・「将来の医療人に求められる外国語能力についてなぜ臨床医にとって外国語学習が必要か？」 

  

 

・「将来の医療人に求められる外国語能力とは？～研究者の立場から～」 

  
 

 

５．グループワーク 

グループワークでは、「これからを生きる医療人に対して、大学ではどのような外国語カリキュラムが必要だと

思われますか？具体的な教育方法や評価方法などについて自由にお答えください」という内容で話し合いをして

もらいました。 

 

以下グループワークで出たご意見 

 日本語でしっかり学んでから英語を追加で学ぶ、ということが必要である。英語を話さなくてはならない状

況を作り出し、日本語と共に学生の英語力を評価していくと良いのでは 

 自分の身近なことを英語でレポートなどにまとめてもらい、英語でプレゼンテーションをする機会を複数回

設けて、その向上度合などを評価する 

 Writing を基礎として、能力向上を図ることが必要であると考えた。Paragraph Writing で臨床実習で得た経

験について作文してもらい、それを繰り返す。Short Speech として何かの単語を別の言葉で言い換えても

らう訓練をすることが必要。Listening については何らかの Web サービスを利用してはどうか。評価として

は作文したものや話している内容を指導者と同級生の両者で評価してもらう。Listening の評価としては単

語テストを毎週繰り返す、などを考えた。 

 高学年では英語に触れる機会が少ないと思われる。この時期に行われる授業で英語を使って専門的な内容に

触れてもらう機会を作ったり、試験では英語で答えるような内容を出題してもらう。 

 1 年生のうちから留学経験をしてもらう（英語を学ぶ必要性を感じてもらうため）。また、授業を全て英語で

行うという機会を設ける。教員も授業を完全に英語で行い、そういった風土を作っていく。 



 

 

6. 参加者アンケートより 

18 名の方にご参加いただき、15 名の方から事後アンケートの提出がありました。（回収率 83.3％）。 

 
 

参加者からのコメントの一部を抜粋します。 

 英語教育の重要性やどうやって学生のモチベーションを上げるかなど、興味深く参加させていただいた 

 学内で英語教育が必要だと考えている先生方と話をする機会を得られてよかった 

 教員に必要な TOEFL や IELTS のスコアを具体的に示してほしい 

 英語教育の現状を知ることができた 

 立場の異なる先生方の考えを聞けたのが刺激になった 

 人数がもう少し多い方がいい 

 時間通りに終わってほしい 

 講師の先生が紹介されたサイトやツールを知ることができてよかった。このようなサイトやツールを学生や

医療従事者にも紹介して使えるようにした方が良い 

 

アンケートでは、他科の教員と意見を交換しながら英語教育について討議をしたことに対する好意的なご意見が

ありました。「本日の講義の内容はぜひ学生にも周知すべきである」というご意見もいただき、本学の英語教育や

外国語教育の在り方について、学生も含めてアイデアを出し合っていく必要性を実感しました。英語を使う機会

を増やす、という風土作りは教員のみでは完結せず、今後は学生の参加も促して、さらなる FD の開発に取り組

んでいきたいと思います。 

 

文責 医療人育成・支援センター 及川 
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